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   This paper deals with clinical evaluations of a use of Benoxyl Jelly for anesthetizing 

the urethra or bladder for such urological instrumentations as urethral bouginage, cysto-

scopy or ureteric catheterization. 

   Twenty ml of Benoxyl Jelly, which contains 0.2% Benoxinate Hydrochloride (Novesine) 

and  1.6% Methylcellulose, was applied to the male patient and 10 ml of that to the female. 

There was an interval of roughly 10 minutes between application of the anesthetic and com-

mencement of the above mentioned operations. 

   In short, Benoxyl Jelly gave  satisfactory results in almost all cases out of a total of 

54 as regards to speeds of action, depth and duration of urethral or vesical anesthesia. 

Moreover, no signs of local or general intolerance were encountered.

緒 言

泌尿器科領域において 日常実施 され ている各

種経尿道的操 作乃至検 査に際 しては,一 般 に患

者に少なか らぬ疹 痛を与 え るので何 らか の麻酔

が必要である.こ のため仙 骨麻 酔法或は尿道及

び膀胱粘膜 の表面 麻酔法 が広 く行われ ている.

前者は 麻 酔効果 において 後者 より優 れ てい る

が,麻酔手技が後者 よ り煩雑 であ る.従 つて,尿 道

或は膀胱 の病変が少 な くて比較 的簡単な経尿道

的操作乃至検査には,後 者 の表面 麻酔法が好 ん

'で用いられ ている
.表 面麻酔剤 としてはCo-

caineの 発 見を 噛矢 とし,そ の後Procaine

(Novocaine),Nupercaine(Dibucaine),

Tetracaine(Pontocaine),Xylocaine(Lido一

caine)及 びEpirocaine等 が 発見又は合成 さ

れて一般に使用 され る様に な り,こ の うち現在

ではXylocaineが 多 用 され ている.こ の際,

粘 稠 度の低い水溶性麻酔液は尿道粘膜 との接触

が不 完全 で充 分な麻酔効果 がえ られず,粘 稠 度

の高 いゼ リー製 剤の方が有 効であ るとされてい

る.今 回,参 天製 薬株 式会社の依頼 に より新 し

い 表面 麻酔剤 の0.2%ベ ノキシール ゼ リー

(塩 酸 ベ ノキシネ ー ト.ノ ベシ ソ,ス イス ワン

ダー社)の 泌 尿器科 領域におけ る経 尿道的操作

乃至検査 の際 の麻酔効果 を検討 したのでその結

果 を報告 する.

薬 剤

ベノキシール ・ゼリーは次の如き処方から成つてい
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る.

BenoxinateHydrochloride(No"xesine)…0.2%

Methylcellulose1.6%

主 成 分 で あ るBenoxinateHydrochloride(Nove-

sine)は 化 学 名 β一Diethylaminoethyl-4-amino--3-

butoxybenzoateHydrochlorideで,次 の 化 学 構 造

式 を 有 し て い る.

r…H・ ・H・N〈::1:(〉

・・H2・H,・H2・HIHC'

.k、

本 剤 は 白色 の結 晶 乃 至結 晶性 粉 末 で 無 臭,塩 様 の味

を 有 し,水 及 び ア ル コール に 易溶,水 溶液 のpHは

4.5～5.5,大 気,熱 及 び 光 に 安 定,融 点 約155。Cで

あ り,そ の薬 理 作 用 は 下記 の通 りで あ る.

1.表 面 麻 酔 作 用 は そ の麻 酔 指 数 か らみ てCocaine

の 約16倍,Procaineの 約300倍,Tetracaineの 約4

倍,Xylocaineの 約40倍 で あ る.麻 酔 指 数 の毒 性 指

数 に対 す る比 で示 され る臨 床 指数 はCocaineを1と

す る と約4.1と な り,Procaineの 約0.1,Tetracaine

の約1.1,Xylocaineの 約O.7等 に比 し可 成 り大 き く,

従 つ て 臨 床 的価 値 は 高 い と考 え られ る.

2.抗 菌 作 用 を 有 し て お り,そ の0.1%溶 液 は

Staphylococcus及 びE.coliの 発 育 を完 全 に阻 止 す

る と云 われ る.

3.組 織 忍 容 性 は 極 め て良 好 で,そ の0.5%溶 液 を

家 兎 の 結 膜 嚢 に 滴 注 し て も 一 過 性 の 充 血 しか お こ ら

ず,2%溶 液 で も上皮 を損 傷 しな い.

対象並びに使用方法

使用対象は京大泌尿器科外来を受診した患者54名 で

ある.実 施した経尿道的操作乃至検査の内訳は,尿 道

ブジー法11例(全 例男子),膀 胱鏡検査法27例(男 子

17例,女 子10例),尿 管カテーテル法!4例(男 子8例,

女子6例),ヤ ング氏異物膀胱鏡による膀胱内異物除

去2例(全 例女子)で ある.

使用方法は,男 子の場合は外尿道口部をマーゾニン

綿で清拭し,円 錐形の尿道洗溝尖を接合した20cc注

射筒を用いて0.2%ベ ノキシ■一・一ル ・ゼリーを外尿道 口

より尿道内に緩徐に注入した後,陰 茎鉗子で亀頭部尿

道を圧迫して薬剤の流出を防ぎ約10分 間保持した.稲

田ら(1956)に よると男子の場合約12～13ccで 膀胱

頸部まで薬剤が流入するとされているが,注 入に際し

て外尿道口から尿道外に幾らか盗流する分 もあり,又

膀胱内粘膜の 麻酔をも見込む必要が あるので 我々は

20cc位 を使用するのが 適当であると判断したもので

ある.女 子の場合は同じく円錐形の尿道洗溌尖を接合

した注射器を用い,同 ゼリー10ccを 清拭した外尿道

口より尿道内に注入した後,ガ ーゼにて外尿道口部を

圧迫して同様に約10分 間保持した.何 れの場合もその

後直ちに経尿道的操作乃至検査を開始した.

使 用 成 績

男子計36例 並びに女子計18例 に対する使用成績はそ

れぞれ第1表 並びに第2表 に示す通り隠である.

疹痛の表現は,痛 みが強く辛抱出来ない程度のもの

を(帯),痛 みはあるが辛抱出来る程度のものを(粁),

軽度の痛みがあるものを(+),全 く痛みのないものを

(一)と した.

麻 酔効果の判定にあたつては,疹 痛を殆んど訴えず

経尿道的操作乃至検査が円滑に遂行したえものを効果

(昔)一 著効一とし,操 作乃至検査に際し疹痛はあるが

辛抱しうる程度であつたものを効果(+)一 有効一 と

し,疹 痛甚だしく操作乃至検査続行不可能であつたも

のを効果(一)一 無効一 とした.

以下,使 用成績を総括す る.

1男 子36例(第1表)

1)尿 道ブジー法

11例 中8例 に著効を示した.こ の8例 中6例 は挿入

時及び操作中共に癒痛なく何れもキシロカイソ・ゼリ

ー使用時と変らぬ効果を示 し
,2例 は挿入時に軽度の

痛みを訴えたが操作には全く支障なく仙骨麻酔下と変

らぬ効果を示した.し かし残 りの3例 は尿道狭窄が高

度のため挿入時に軽度,操 作中には強度の痛みを訴え

操作続行不可能であつた.こ の3例 は仙骨麻酔では著

効であつた.

操作の持続時間の最短は5分,最 長は15分,平 均約

11分 であ り,副 作用と思われる反応は全例に認めなか

つた.

2)膀 胱鏡検査法

17例 中13例 に著効を示した.う ち1例 は挿入時及び

操作中共に疹痛なく,8例 は挿入時に軽度の痛みを訴

えたが操作中は痛みな く,3例 は挿入時及び操作中共

に軽度の痛みあるも操作には麦障なく,又1例 は挿入

時に強い痛みを訴えたが操作中は痛みなく,何 れも著

効と判定した.全 例中3例 は挿入時に軽度の痛み,操

作中に少々の癌みが続いたが操作には支障なく有効と

判定した,残 りの1例 は急性膀胱炎の症例で挿入時に

軽度の痛み,操 作中に強い痛みを訴え操作続行不可能

であつた.
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第1表 男 子 使 用 例

症 年l

l病
　

例1令lII

名

操1作

操 作 名
!時
1間
1

i;t

'[69:後 淋疾性尿道狭劉 尿 道 ブ ジー法

疹 痛

挿 操
入 作
時 中

2 58
1

291

69i

29i
86i

50i

231

1
56…

28…
璽

6

〃 〃

い5'

」・5'1

1・'1

10'{
5'{

「 …

…15'i

…7'1　 　
15'I
lI
　 　

…:::}
…1。,i

効

果

副

作

用

備 考

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12261

i
l3、431

14401

15251

16

17

18

42

70

60'

19158
E
2052

21

22

26

761

〃

〃

〃

〃

後外傷性尿道狭窄1

〃

〃

〃

慢 性 尿 道 炎

"…

.…

慢 性 膀 胱 炎1

〃{

前 立 腺 肥大 症

〃

膀 胱 腫 瘍

〃

急 性 膀 胱 炎

〃

23168i膀 胱三角部異常症

・梱 蛋 白 尿

2524!神 経 因 性 膀 胱

26i48… 謂 及び膀鵬 核1

271631前 立 腺 結 創
ト

28j・9嚇 胱 後 部 腫 瘍

29i69

i腎 孟 腎 炎
3013S旨 腎 結 核 の 疑

・,1陵 腎 回転蟷

32

33

34

22

1
751膀 胱 腫 瘍

41両 側 水 腎 症

21慢 性 膀 胱 炎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

膀 胱 鏡 検 査 法

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

尿管 カテーテル法

〃

〃

〃

〃

〃
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十

十

十

十

十

十

十
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115'I
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+1
1
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十

十

十

十
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151 十
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一1粁
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1

-1昔
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什;一
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-
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荘i+1

什 …・i

朴!+1-

-i十 ト

　 　

■ 出
一 ・ 十ト5

一 督

iI

一 粋

数 回 目,キ シ ロ カ イ ソ

{ ・ゼ リーの時 と 同 じ

　

数 回 目,キ シ ロ カイ ソ
・ゼ リー の時 よ り痛 み

少 な し

数 回 目,キ シ ロ カ イ ソ

{ ・ゼ リー の時 と同 じ
〃

{警離 仙骨麟 の時
数 回 目,仙 骨 麻 酔 の時
{は痛 み(一)
数 回 目,キ シ ロカ イ ソ
{・ゼ リーの 時 と同 じ

鵬 見・仙骨麟 の時
数 回 目,仙 骨 麻 酔 の 時

{は痛 み(一)
数 回 目,仙 骨 麻 酔の 時
{は痛み(一)

{膀胱内に潰瘍多数あ り

尿 管 カテ ー テル の 挿 入
{時,軽 度の痛みあ り

〃

〃

〃
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35

36

51

30

左 巨 大 尿 管

サ ル コイ ドー シス

〃

〃

15'

30'

十

・1"

〃

〃

操作の持続時間は最短10分,最 長25分,平 均約16分

であ り,副 作用と思われる反応は全例に 認めなかつ

た.

3)尿 管 カテーテル法

8例 共著効を示した.う ち1例 は膀胱鏡挿入時及び

操作中共に痛みな く,6例 は膀胱鏡挿入時に軽度の痛

みあるも操作中は痛みなく,1例 は膀胱鏡挿入時に痛

みなく操作中に軽度の痛みがあつたのみで,何 れも著

効と判定した.な お本操作中,尿 管カテーテルの挿入

に際しては何れも軽度の痛みを訴えたが,一 過性であ

つた.

操作の持続時間は最短15分,最 長30分,平 均約20分

であ り,副 作用と考えられる反応は1例 も経験しなか

つた.

2女 子ユ8例(第2表)

1)膀 胱鏡検査法

10例 中7例 に著効を示した.う ち6例 は挿入時及び

操作中共に痛みなく,1例 は操作中に軽度の痛みを訴

えたが操作に支障な く,何 れ も著効 と判定した.全 例

中2例 は挿入時に軽度の痛み,操 作中に少々の痛みを

訴えたが操作には支障なく有効と判定した.残 りの1

例は膀胱内に結核性潰瘍が多数にある症例で,操 作中

疹痛高度のため操作続行不可能であつた.

操作の持続時間は最短10分,最 長15分,平 均12～13

分で あり,副 作用と思われる反応は1例 も経験しなか

つた.

2)尿 管 カテーテル法

6例 共著効を示した.う ち2例 は膀胱鏡挿入時及び

第2表 女 子 使 用 例

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

i7

18

年

令

35

65

29

53

51

29

19

34

34

49

22

60

40

45

33

55

23

37

病 名

慢 性 膀 胱 炎

〃

〃

〃

〃

〃

右腎及び膀胱結核

〃

カ ル ソ ク ラ

右 尿 管 結 石

〃

操 作 名

膀 胱 鏡検 査法

〃

〃

〃

操
作
時
間

左 水 腎 症

右 〃

腎 結 核 の 疑

左 腎 外 傷 後

膀 胱 結 石

膀胱異物
(ローソク)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

尿管カテーテル法

〃

〃

〃

〃

〃

廉 鴛雛灘
{藻至騒雛堕

Iot

15'

15'

!5t

15'

15'

10t

10'

10'

10'

20'

40t

20'

20t

20t

20'

15'

25t

痙 痛

挿
入
時

操
作
中

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

効

果

十

十

十

副

作

用

備 考

r処女のためか非常に
憾 感

{野 内麟 瘍緻

{野 内に囎 緻

　

尿 管 カテ ー テ ル挿 入
{=時,軽 度の痛みあり

〃

〃

〃

〃

〃
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操作中共に痛みなく,4例 は膀胱鏡挿入時に軽度の痛

みを訴えたが操作中には痛みなく,何 れも著効と判定

した,な お本操作中,尿 管カテーテルの挿入に際して

は何れも軽度の痛みを訴えたが一過性であつた。

操作の持続時間の最短は20分,最 長は40分,平 均20

分余であり,副 作用と思われる反応は全例に認めなか

つた.

3)ヤ ソグ氏異物膀胱鏡

1例 は挿入時に軽度の痛みをを訴えたのみで操作中

は痛みなく著効と判定した.1例 は挿入時に軽度の痛

みと操作中には少々の痛みを訴えたが操作中には支障

なく有効と判定した.操 作時間はそれぞれ15分,25分

であり,副 作用と思われる反応はなかつた.

以上の男女計54例 におけるベノキシール ・ゼ リーの

麻酔効果を整理し表示すると第3表 の通 りである.

第3表 ペ ノキ シ ー ル ・ゼ リーの 麻 酔 効果

＼ '＼
'＼

尿 道 ブ ジ ー 法

膀 胱 鏡 検 査 法

尿管 カテ ーテル法

ヤソグ氏異物膀胱鏡
による異物除去

症
例
数

11

2ア

14

2

`麻 酔 効 果

善粁為i着+為蕪㍉

8

20

14

.1

1

5

0

1

2

2

O

O

計
1541・3171・

考 按

尿道ブジー法,膀 胱鏡検査法,尿 管カテーテ

ル法等の経尿道的操作乃至検査に際 しては,麻

酔なしでは疹痛,尿 道周囲筋肉の反射的収縮を

容易に惹起し,そ れがために操作を困難にし且

つ尿道粘膜損傷,感 染等種 々の合併症を来すお

それがある.こ のため全身麻酔,腰 椎麻酔,仙

骨麻酔,尿 道麻酔等の各種の麻酔法が実施され

るが,全 身麻酔及び腰椎麻酔は特殊な症例を除

いて多数の 患者を扱 う外来では 実施困難であ

り,我 々の教室では専ら仙骨麻酔及び尿道麻酔

を実施している.こ の場合仙骨麻酔の方が尿道

麻酔より麻酔効果は優れているが,麻 酔手技が

梢々煩雑であり,麻 酔薬注射の際患者に痺痛を

与え,又 麻酔効果が時 として下肢に及ぶ時は操

作終了後暫らく歩行不能にせ しめる事がある.

この点尿道麻酔は,手 技が簡単で疹痛もな く且

939

つ 後 胎症状 も全 くないので尿 道内或は膀胱 内に

病変が少な く比較的簡単 な経 尿道 的操作乃至検

査には適 してお り,我 々 もこの様 な症 例には従

来 か ら表 面麻酔力 の強力且つ局所刺戟 の少 ない

キシ ロカイ ン ・ゼリー或 はキシ ロカイ ソ溶液 に

よる尿道 麻酔を常用 し比較的満足すべ き効果 を

えて来 た.近 年 スイスDr.Wander社 にお いて

研究 開発 された 新 しい表面麻酔剤Benoxinate

Hydrochloride(Novesine)は,非 常に強力な

麻酔作用 を有 し且 つ局所 刺戟作 用が少な く.麻

酔効果 の発現時 間 も早 く持続時 間が比較 的長 い

ので既 に眼科領域や耳鼻科領域 において広 く用

い られ て い る.泌 尿 器科 領 域 に おい て も,

Sinreich(1953)は0.2%Novesine溶 液10～20

ccに よ る尿道麻 酔下に腎結核患者におい て延べ

100例 の膀胱鏡検査 或は 尿管 カテーテル法を実

施 し2,3の 例外 を除いて満 足すべ き麻酔効果

をえた事 を発表 してい る.表 面麻酔剤に よる尿

道麻 酔に際 して麻 酔剤が適 当な粘稠 度を保有 し

ている と尿道 の麻 酔効果 を高め ると同時 に器具

の挿入 を円滑 な らしめ る事 は,Corkus,落 合 な

ど多数 の人 々に より研究 され てお り,従 つて こ

の麻酔力 の強 力なBenoxinateHydrochloride

(Novesine)にMethylcelluloseを 加 えて粘稠

性を与 えたべ ノキシール ゼ リーは極 めて合理

的な 尿道乃至膀胱麻 酔剤 で ある 事が 予想 され

る.事 実,我 々は54例 に使用 しその効果 を検討

した結果,使 用成績 において述べ た様 に2,3

の例 外 を除いて大多数 の症例に極め て満 足すべ

き効果 のあ る事 を認めた.効 果 の不満足な症例

は,尿 道 或は膀胱 内の病変が高度で尿道麻酔の

適応 とな らぬ症例 と考 えられた,男 子では器具

を尿道 的に挿 入す る際,多 くの場合後部尿 道を

通過 す る 時に軽度の痛みが 訴 え られ たがSin-

reich(1953)も 同様 の事 を 述 べてい る.之 は

外尿道括約筋 の抵抗 に よるもので,こ こまでは

薬剤 の浸透 しない表面麻 酔剤の限界を示す もの

で ある.し か しこの痛 みは一過性 であつて当該

部位通過後 は痛 みは消失 し操作 の障 碍 とはな ら

なかつた.ベ ノキシール ゼ リーの粘稠 性は適

当 であ り余 りべ とつかず取 扱い及び注入が容 易

であ り,親 水性 が比較 的強 く膀胱 内に沈澱 した



940 稲田他一表面麻酔剤ペノキシール ・ゼ リーの泌尿器科領域における使用経験

り内視鏡のレンズに附着して内景観察の障碍と

なる事はなかつた.又 麻酔の持続時間に関 して

も最長40分 間にわたつた経尿道的操作乃至検査

において,著 効或は有効の症例では操作の中途

で 麻酔作用が 薄れてくると云つた例は 全 くな

く,従 つて 麻酔の持続時間は充分 と考 えられ

た.ベ ノキシール ・ゼ リーによる全身的副作用

並びに局所刺戟作用は何れも経験 しなかつた.

結 語

京大泌尿器科外来において54例 の各種経尿道

的操作乃至検査に際 し,新 しい表面麻酔剤0.2

%ベ ノキシール ゼ リーを使用 しその効果を検

討 した.

1)尿 道ブジー法11例 中著効8例,有 効1

例,無 効2例 であつた.

2)膀 胱鏡検査法では27例中著効20例,有 効

5例,無 効2例 であつた.

3)尿 管カテーテル法14例 は全例著効を示 し

た.

4)ヤ ソグ氏異物膀胱鏡による異物除去2例

中著効1例,有 効1例 であつた.

以上のうち無効の4例 は何れも尿道或は膀胱

内病変が高度のものであつた.

54例 中副作用と思われる反応を示 したものは

認められなかつた.

本剤の粘稠度ぱ 適度で 注入操作 も容易であ

り,内 視鏡による膀胱内観察にも支障がなかっ

た.
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